
高知工業高等専門学校 物質工学科 開講年度 平成29年度 (2017年度)
学科到達目標
１．基本的人格と社会的責任(技術者倫理）
（Ａ）人間生活と自然環境との調和の重要性を理解し、社会に対して責任を持つことのできる風格高い
人間・技術者

２．基礎的技術の修得と活用（技術者知識）
（Ｂ）早期一貫教育による数学、自然科学、情報技術や化学及び生物に関する専門基礎知識
（Ｃ）実験・実習を重視した実践的技術
（Ｄ）地域貢献や発展を目指した，新素材・バイオ・環境保全などに関する専門応用知識
（Ｅ）世界に飛躍するために必要な基礎的語学力やコミュニケーション能力

３．豊かな創造力と行動力（技術者能力）
（Ｆ）豊かな創造力を持ち技術的諸問題を主体的に解決する能力と、技術者として地域社会へ積極的に
貢献する行動力
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担当教
員

履修上
の区分

専
門

選
択 校外実習 0020 履修単

位 2 集中講義 藤田 陽
師

専
門

必
修 数理解析 4403 履修単

位 1 2 八木 潤

専
門

必
修 応用数学B 4405 学修単

位 2 1 1 谷澤 俊
弘

専
門

必
修 応用数学B演習 4405E 履修単

位 1 1 1 谷澤 俊
弘

専
門

必
修 応用物理C 4406 学修単

位 2 1 1 横山 有
太

専
門

必
修 応用物理演習 4406E 履修単

位 1 1 1 横山 有
太

専
門

選
択 数学概論A 4408 履修単

位 1 2 土井 克
則

専
門

選
択 数学概論B 4409 履修単

位 1 2 川村 昌
也

専
門

必
修 プログラミングII 4411 履修単

位 2 2 2 中島 慶
治

専
門

必
修 無機化学II 4424 履修単

位 1 2 三嶋 尚
史

専
門

必
修 有機化学II 4425 学修単

位 2 1 1 大角 理
人

専
門

必
修 有機化学II演習 4425E 履修単

位 1 1 1 大角 理
人

専
門

必
修 物理化学II 4426 学修単

位 2 1 1 藤田 陽
師

専
門

必
修 物理化学II演習 4426E 履修単

位 1 1 1 藤田 陽
師

専
門

必
修 分析化学II 4427 履修単

位 1 2 安川 雅
啓

専
門

必
修 化学工学I 4428 学修単

位 2 1 1 土居 俊
房

専
門

必
修 化学工学I演習 4428E 履修単

位 1 1 1 土居 俊
房

専
門

必
修 物理化学・化学工学実験 4453 履修単

位 3 6

土居 俊
房,中
島 慶治
,中林
浩俊
,長山
和史

専
門

必
修 有機化学実験 4456 履修単

位 3 6
藤田 陽
師,白
井 智彦

専
門

必
修 材料化学 4481 学修単

位 2 1 1
前田 公
夫,安
川 雅啓

専
門

必
修 材料化学演習 4481E 履修単

位 1 1 1
前田 公
夫,安
川 雅啓



専
門

必
修 生化学 4491 学修単

位 2 1 1 秦 隆志

専
門

必
修 生化学演習 4491E 履修単

位 1 1 1 秦 隆志

専
門

必
修 有機化学III 4525 学修単

位 2 2 前田 公
夫

専
門

必
修 物理化学III 4526 学修単

位 2 2 藤田 陽
師

専
門

必
修 分析化学III 4527 履修単

位 1 2 安川 雅
啓

専
門

必
修 反応工学 4536 学修単

位 2 2 土居 俊
房

専
門

必
修 工業統計学 4537 学修単

位 2 1 1 中島 慶
治

専
門

必
修 工業統計学演習 4537E 履修単

位 1 1 1 中島 慶
治

専
門

必
修 物質工学ゼミ 4551 履修単

位 2 2 2

大角 理
人,白
井 智彦
,土居
俊房
,中島
慶治
,中林
浩俊
,長山
和史
,秦 隆
志,藤
田 陽師
,三嶋
尚史
,安川
雅啓

専
門

必
修 創造実験 4554 履修単

位 3 6

大角 理
人,白
井 智彦
,土居
俊房
,中島
慶治
,中林
浩俊
,長山
和史
,秦 隆
志,藤
田 陽師
,三嶋
尚史
,安川
雅啓

専
門

必
修 材料・生物工学実験 4555 履修単

位 3 6

大角 理
人,白
井 智彦
,土居
俊房
,中島
慶治
,中林
浩俊
,長山
和史
,秦 隆
志,藤
田 陽師
,三嶋
尚史
,安川
雅啓

専
門

必
修 卒業研究 4560 履修単

位 8 8 8

大角 理
人,白
井 智彦
,土居
俊房
,中島
慶治
,中林
浩俊
,長山
和史
,秦 隆
志,藤
田 陽師
,三嶋
尚史
,安川
雅啓



専
門

必
修 環境工学 4562 履修単

位 1 2 東岡 由
里子

専
門

必
修 安全工学 4571 履修単

位 1 2 岡林 南
洋

専
門

必
修 無機材料 4581 履修単

位 1 2 安川 雅
啓

専
門

必
修 有機材料 4582 履修単

位 1 2 白井 智
彦

専
門

必
修 酵素工学 4583 履修単

位 1 2 長山 和
史

専
門

必
修 細胞工学 4585 履修単

位 1 2 東岡 由
里子

専
門

必
修 科学コミュニケーション 4587 履修単

位 1 2 中島 慶
治

専
門

必
修 化学工学II 4592 学修単

位 2 1 1 長山 和
史

専
門

必
修 化学工学II演習 4592E 履修単

位 1 1 1 長山 和
史



高知工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 応用物理C
科目基礎情報
科目番号 4406 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 教科書：　長岡洋介「物理の基礎」（東京教学社）
担当教員 横山 有太
到達目標
１．質点の運動を微分方程式で表し，基本的な運動について解ける。
２．剛体の回転の運動方程式を立てて解ける。
３．力学的エネルギー保存則を質点，質点系および剛体の運動に適用して計算できる。
４．静的な電界，電位の性質を理解して基本的な静電界、電位について計算できる。
５．電流の法則を理解し，基本的な直流回路について計算できる。
６．電流の磁気作用について理解し，基本的な電流が作る磁界を計算できる。
７．電磁誘導の法則について理解し，基本的な交流回路について計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 質点の運動を微分方程式で表し
，複雑な運動について解ける。

質点の運動を微分方程式で表し
，基本的な運動について解ける。

質点の運動を微分方程式で表し
，基本的な運動について解けない
。

評価項目2 剛体の複雑な回転の運動方程式を
立てて解ける。

剛体の回転の運動方程式を立てて
解ける。

剛体の回転の運動方程式を立てる
ことができない。

評価項目3
力学的エネルギー保存則を質点
，質点系および剛体の複雑な運動
に適用して計算できる。

力学的エネルギー保存則を質点
，質点系および剛体の運動に適用
して計算できる。

力学的エネルギー保存則を質点
，質点系および剛体の運動に適用
して計算することができない。

評価項目4
静的な電界，電位の性質を理解し
て、複雑な静電界、電位の計算が
できる。

静的な電界，電位の性質を理解し
て基本的な静電界、電位について
計算できる。

静電場の電場，電位の性質を理解
して基本的な静電界、電位につい
て計算することができない。

評価項目5 電流の法則を理解し、複雑な直流
回路について計算できる。

電流の法則を理解し、基本的な直
流回路について計算できる。

電流の法則を理解し、基本的な直
流回路について計算することがで
きない。

評価項目6
電流の磁気作用について理解し、
複雑な電流が作る磁界を計算でき
る。

電流の磁気作用について理解し、
基本的な電流が作る磁界を計算で
きる。

電流の磁気作用について理解し、
基本的な電流が作る磁界を計算す
ることができない。

評価項目7 電磁誘導について理解し、複雑な
交流回路について計算できる。

電磁誘導について理解し、基本的
な交流回路について計算できる。

電磁誘導について理解し、基本的
な交流回路について計算すること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
工学共通の専門基礎として，力学および電磁気学に関する授業を半期ずつ実施する。力学ではベクトルと微分方程式お
よびエネルギーの知識を応用して，質点および質点系の多様な運動や剛体の回転運動について学習する。電磁気学では
静電界の基本法則および電流と磁界に関する基本法則を学習する。

授業の進め方・方法 教科書やプリント，スライドを使用して基本事項を解説し，例題を通じて考え方を確認する。問題演習による確認は応
用物理演習において行う。

注意点

【成績評価の基準・方法】
試験の成績70%，平素の学習状況等（レポートや小テスト等を含む）を30%の割合で総合的に評価する。前期末の評価
は前期中間試験と前期末試験の総合評価，後期中間の評価は前期中間，前期末，後期中間の総合評価，学年末の評価は
前期中間，前期末，後期中間，後期末の総合評価後学期の総合評価とする。技術者が身につけるべき専門基礎として
，到達目標に対する達成度を試験等によって評価する。
【事前・事後学習】
事前学習として，次回授業部分（事前に説明）の教科書を読んだうえで授業に臨むこと。事後学習として，授業内で提
示した例題・演習問題を解き，知識の定着を図ること。
【学修単位科目（授業時間外の学習時間等）】
本科目は学修単位科目のため，通年で90時間（半期45時間）の自主学習時間が必要となる。半期ごとに学習状況の確認
を行う。
・全30回の授業に対し，0.5時間の事前学習と1.5時間の事後学習，計60時間（半期30時間）
・各試験に対して試験勉強のための課題学習4時間，計16時間（半期8時間）
・長期休業（夏季休暇，冬期休暇）中に課題として7時間，計14時間（半期7時間）
【履修上の注意】
本科目を履修するにあたっては，３年生までに履修した物理，数学，電磁気学の学習内容を理解しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 力学：力と力のつり合いについて学ぶ。 力のベクトル的性質を理解し、力のつり合いの式を立
てることができる。

2週 力学：速度、加速度の意味と計算方法について学ぶ。 座標を時間で微分して速度や加速度を求めることがで
きる。

3週 力学：運動の法則について学ぶ。 運動の法則を理解し、いろいろな力を受けて運動する
物体の運動方程式を立てることができる。

4週 力学：さまざまな力を受けて運動する物体の運動方程
式の解き方を学ぶ。

さまざまな力を受けて運動する物体の運動方程式を解
くことができる。

5週 力学：単振動の運動方程式について学ぶ。 単振動の運動方程式を立てて解くことができる。

6週 力学：速度に比例する抵抗力を受けて運動する物体の
運動について学ぶ。

速度に比例する抵抗力を受けて運動する物体の運動方
程式を立てて解くことができる。

7週 力学：仕事と運動エネルギーについて学ぶ。 仕事と運動エネルギーに関する計算ができる。

8週 力学：力学的エネルギー保存則について学ぶ。 力学的エネルギー保存則について理解し、様々な物理
量の計算に利用できる。



2ndQ

9週 力学：位置エネルギーと保存力の関係について学ぶ。 位置エネルギーと保存力の関係を理解し、位置エネル
ギーから保存力を計算することができる。

10週 力学：運動量と運動量保存則について学ぶ。 運動量保存則について理解し、様々な物理量の計算に
利用できる。

11週 力学：角運動量について学ぶ。 角運動量を計算し、角運動量保存則を用いて様々な物
理量の計算に利用できる。

12週 力学：慣性系と慣性の力について学ぶ。 慣性系の意味を理解し、慣性力を用いて物体の運動を
記述できる。

13週 力学：回転系の運動について学ぶ。 回転系の運動方程式を立てて解くことができる。

14週 力学：剛体の慣性モーメントとつりあいについて学ぶ
。

簡単な形状の剛体の慣性モーメントを計算でき、剛体
のつり合いの式をたてることができる。

15週 力学：剛体の回転運動について学ぶ。 剛体の簡単な回転運動について、運動方程式を立てて
解くことができる。

16週

後期

3rdQ

1週 電磁気学：クーロンの法則について学ぶ。 クーロンの法則を理解し、点電荷に働く静電気力を計
算することができる。

2週 電磁気学：真空中の静電界、点電荷が作る電界につい
て学ぶ。

電界の意味を理解し、点電荷が作る電界を計算するこ
とができる。

3週 電磁気学：連続的に分布する電荷が作る電界について
学ぶ。

連続的に分布する電荷が作る電界を計算することがで
きる。

4週 電磁気学：ガウスの法則について理解し、電界の計算
方法について学ぶ。

ガウスの法則を理解し、ガウスの法則用いて一様な電
荷分布による電界を計算することができる。

5週 電磁気学：電位について理解し、電位の計算方法につ
いて学ぶ。

電位の定義を理解し、点電荷が作る電位を計算するこ
とができる。

6週 電磁気学：導体の電気的性質と電気容量について学ぶ
。

導体の電気的性質と電気容量を理解し、説明すること
ができる。

7週 電磁気学：コンデンサーについて学ぶ。 様々な形状のコンデンサーの電気容量やエネルギーを
計算することができる。

8週 電磁気学：誘電体の電気的性質について学ぶ。 誘電体の電気的性質について説明できる。

4thQ

9週 電磁気学：静的な磁気について学ぶ。 静的な磁気について理解し、磁界を計算することがで
きる。

10週 電磁気学：オームの法則と電気抵抗について学ぶ。 オームの法則を理解し、電圧、電流、抵抗に関する計
算ができる。

11週 電磁気学：ビオ-サバールの法則について学ぶ。 ビオ-サバールの法則について理解し、簡単な電流が作
る磁界を計算することができる。

12週 電磁気学：アンペールの法則について学ぶ。 アンペールの法則について理解し、簡単な電流が作る
磁界を計算することができる。

13週 電磁気学：磁界中の電流に働く力とローレンツ力につ
いて学ぶ。

磁界中の電流に働く力とローレンツ力について計算で
きる。

14週 電磁気学：ファラデーの電磁誘導の法則について学ぶ
。

ファラデーの電磁誘導の法則を理解し、コイルの誘導
起電力を計算できる。

15週 電磁気学：コイルのインダクタンスについて学ぶ。 簡単なコイルのインダクタンスを計算できる。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 力学

速度と加速度の概念を説明できる。 3 前2
直線および平面運動において、2物体の相対速度、合成速度を求
めることができる。 3 前2

等加速度直線運動の公式を用いて、物体の座標、時間、速度に関
する計算ができる。 3 前2

平面内を移動する質点の運動を位置ベクトルの変化として扱うこ
とができる。 3 前1

物体の変位、速度、加速度を微分・積分を用いて相互に計算する
ことができる。 3 前2

平均の速度、平均の加速度を計算することができる。 3
自由落下、及び鉛直投射した物体の座標、速度、時間に関する計
算ができる。 3 前4

水平投射、及び斜方投射した物体の座標、速度、時間に関する計
算ができる。 3 前4

物体に作用する力を図示することができる。 3 前1
力の合成と分解をすることができる。 3 前1
重力、抗力、張力、圧力について説明できる。 3 前1
フックの法則を用いて、弾性力の大きさを求めることができる。 3 前1
質点にはたらく力のつりあいの問題を解くことができる。 3
慣性の法則について説明できる。 3 前3
作用と反作用の関係について、具体例を挙げて説明できる。 3 前3
運動方程式を用いた計算ができる。 3 前4,前5
簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て、初期値
問題として解くことができる。 3 前4,前5,前

6
運動の法則について説明できる。 3
静止摩擦力がはたらいている場合の力のつりあいについて説明で
きる。 3 前1

最大摩擦力に関する計算ができる。 3 前1



動摩擦力に関する計算ができる。 3 前4
仕事と仕事率に関する計算ができる。 3 前7
物体の運動エネルギーに関する計算ができる。 3 前7
重力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前8
弾性力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前8
力学的エネルギー保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 3 前8,前9
物体の質量と速度から運動量を求めることができる。 3 前10
運動量の差が力積に等しいことを利用して、様々な物理量の計算
ができる。 3 前10

運動量保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 3 前10
周期、振動数など単振動を特徴づける諸量を求めることができる
。 3 前5

単振動における変位、速度、加速度、力の関係を説明できる。 3 前5
等速円運動をする物体の速度、角速度、加速度、向心力に関する
計算ができる。 3 前5

万有引力の法則から物体間にはたらく万有引力を求めることがで
きる. 3 前2

万有引力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前7
力のモーメントを求めることができる。 3 前14
角運動量を求めることができる。 3 前11
角運動量保存則について具体的な例を挙げて説明できる。 3 前11
剛体における力のつり合いに関する計算ができる。 3 前14
重心に関する計算ができる。 3 前14
一様な棒などの簡単な形状に対する慣性モーメントを求めること
ができる。 3 前14

剛体の回転運動について、回転の運動方程式を立てて解くことが
できる。 3 前13,前15

電気

導体と不導体の違いについて、自由電子と関連させて説明できる
。 3 後6

電場・電位について説明できる。 3
クーロンの法則が説明できる。 3
クーロンの法則から、点電荷の間にはたらく静電気力を求めるこ
とができる。 3

オームの法則から、電圧、電流、抵抗に関する計算ができる。 3 後10
抵抗を直列接続、及び並列接続したときの合成抵抗の値を求める
ことができる。 3 後10

ジュール熱や電力を求めることができる。 3 後10
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



高知工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 応用物理演習
科目基礎情報
科目番号 4406E 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 教科書：　長岡洋介「物理の基礎」（東京教学社）
担当教員 横山 有太
到達目標
１．質点の運動を微分方程式で表し，基本的な運動について解ける。
２．剛体の回転の運動方程式を立てて解ける。
３．力学的エネルギー保存則を質点，質点系および剛体の運動に適用して計算できる。
４．静的な電界，電位の性質を理解して基本的な静電界、電位について計算できる。
５．電流の法則を理解し，基本的な直流回路について計算できる。
６．電流の磁気作用について理解し，基本的な電流が作る磁界を計算できる。
７．電磁誘導の法則について理解し，基本的な交流回路について計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 質点の運動を微分方程式で表し
，複雑な運動について解ける。

質点の運動を微分方程式で表し
，基本的な運動について解ける。

質点の運動を微分方程式で表し
，基本的な運動について解けない
。

評価項目2 剛体の複雑な回転の運動方程式を
立てて解ける。

剛体の回転の運動方程式を立てて
解ける。

剛体の回転の運動方程式を立てる
ことができない。

評価項目3
力学的エネルギー保存則を質点
，質点系および剛体の複雑な運動
に適用して計算できる。

力学的エネルギー保存則を質点
，質点系および剛体の運動に適用
して計算できる。

力学的エネルギー保存則を質点
，質点系および剛体の運動に適用
して計算することができない。

評価項目4
静的な電界，電位の性質を理解し
て、複雑な静電界、電位の計算が
できる。

静的な電界，電位の性質を理解し
て基本的な静電界、電位について
計算できる。

静電場の電場，電位の性質を理解
して基本的な静電界、電位につい
て計算することができない。

評価項目5 電流の法則を理解し、複雑な直流
回路について計算できる。

電流の法則を理解し、基本的な直
流回路について計算できる。

電流の法則を理解し、基本的な直
流回路について計算することがで
きない。

評価項目6
電流の磁気作用について理解し、
複雑な電流が作る磁界を計算でき
る。

電流の磁気作用について理解し、
基本的な電流が作る磁界を計算で
きる。

電流の磁気作用について理解し、
基本的な電流が作る磁界を計算す
ることができない。

評価項目7 電磁誘導について理解し、複雑な
交流回路について計算できる。

電磁誘導について理解し、基本的
な交流回路について計算できる。

電磁誘導について理解し、基本的
な交流回路について計算すること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
工学共通の専門基礎として，力学および電磁気学に関する授業を半期ずつ実施する。力学ではベクトルと微分方程式お
よびエネルギーの知識を応用して，質点および質点系の多様な運動や剛体の回転運動について学習する。電磁気学では
静電界の基本法則および電流と磁界に関する基本法則を学習する。

授業の進め方・方法 応用物理Cの講義で理解した内容を演習問題を解くことを通じて確認する。

注意点

【成績評価の基準・方法】
試験（応用物理C）の成績を70%，平素の学習状況等（レポートや小テスト等を含む）を30%の割合で総合的に評価す
る。学期毎の評価は中間と期末の各期間の評価の平均，学年の評価は前学期と後学期の評価の平均とする。なお，後学
期中間の評価は前学期中間，前学期末，後学期中間の各期間の評価の平均とする。
【事前・事後学習】
事前学習として，次回授業部分（事前に説明）の教科書を読んだうえで授業に臨むこと。事後学習として，授業内で提
示した例題・演習問題を解き，知識の定着を図ること。
【履修上の注意】
本科目を履修するにあたっては，３年生までに履修した物理，数学，電磁気学の学習内容を理解しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 力学：力と力のつり合いについて学ぶ。 力のベクトル的性質を理解し、力のつり合いの式を立
てることができる。

2週 力学：速度、加速度の意味と計算方法について学ぶ。 座標を時間で微分して速度や加速度を求めることがで
きる。

3週 力学：運動の法則について学ぶ。 運動の法則を理解し、いろいろな力を受けて運動する
物体の運動方程式を立てることができる。

4週 力学：さまざまな力を受けて運動する物体の運動方程
式の解き方を学ぶ。

さまざまな力を受けて運動する物体の運動方程式を解
くことができる。

5週 力学：単振動の運動方程式について学ぶ。 単振動の運動方程式を立てて解くことができる。

6週 力学：速度に比例する抵抗力を受けて運動する物体の
運動について学ぶ。

速度に比例する抵抗力を受けて運動する物体の運動方
程式を立てて解くことができる。

7週 力学：仕事と運動エネルギーについて学ぶ。 仕事と運動エネルギーに関する計算ができる。

8週 力学：力学的エネルギー保存則について学ぶ。 力学的エネルギー保存則について理解し、様々な物理
量の計算に利用できる。

2ndQ

9週 力学：位置エネルギーと保存力の関係について学ぶ。 位置エネルギーと保存力の関係を理解し、位置エネル
ギーから保存力を計算することができる。

10週 力学：運動量と運動量保存則について学ぶ。 運動量保存則について理解し、様々な物理量の計算に
利用できる。

11週 力学：角運動量について学ぶ。 角運動量を計算し、角運動量保存則を用いて様々な物
理量の計算に利用できる。



12週 力学：慣性系と慣性の力について学ぶ。 慣性系の意味を理解し、慣性力を用いて物体の運動を
記述できる。

13週 力学：回転系の運動について学ぶ。 回転系の運動方程式を立てて解くことができる。

14週 力学：剛体の慣性モーメントとつりあいについて学ぶ
。

簡単な形状の剛体の慣性モーメントを計算でき、剛体
のつり合いの式をたてることができる。

15週 力学：剛体の回転運動について学ぶ。 剛体の簡単な回転運動について、運動方程式を立てて
解くことができる。

16週

後期

3rdQ

1週 電磁気学：クーロンの法則について学ぶ。 クーロンの法則を理解し、点電荷に働く静電気力を計
算することができる。

2週 電磁気学：真空中の静電界、点電荷が作る電界につい
て学ぶ。

電界の意味を理解し、点電荷が作る電界を計算するこ
とができる。

3週 電磁気学：連続的に分布する電荷が作る電界について
学ぶ。

連続的に分布する電荷が作る電界を計算することがで
きる。

4週 電磁気学：ガウスの法則について理解し、電界の計算
方法について学ぶ。

ガウスの法則を理解し、ガウスの法則用いて一様な電
荷分布による電界を計算することができる。

5週 電磁気学：電位について理解し、電位の計算方法につ
いて学ぶ。

電位の定義を理解し、点電荷が作る電位を計算するこ
とができる。

6週 電磁気学：導体の電気的性質と電気容量について学ぶ
。

導体の電気的性質と電気容量を理解し、説明すること
ができる。

7週 電磁気学：コンデンサーについて学ぶ。 様々な形状のコンデンサーの電気容量やエネルギーを
計算することができる。

8週 電磁気学：誘電体の電気的性質について学ぶ。 誘電体の電気的性質について説明できる。

4thQ

9週 電磁気学：静的な磁気について学ぶ。 静的な磁気について理解し、磁界を計算することがで
きる。

10週 電磁気学：オームの法則と電気抵抗について学ぶ。 オームの法則を理解し、電圧、電流、抵抗に関する計
算ができる。

11週 電磁気学：ビオ-サバールの法則について学ぶ。 ビオ-サバールの法則について理解し、簡単な電流が作
る磁界を計算することができる。

12週 電磁気学：アンペールの法則について学ぶ。 アンペールの法則について理解し、簡単な電流が作る
磁界を計算することができる。

13週 電磁気学：磁界中の電流に働く力とローレンツ力につ
いて学ぶ。

磁界中の電流に働く力とローレンツ力について計算で
きる。

14週 電磁気学：ファラデーの電磁誘導の法則について学ぶ
。

ファラデーの電磁誘導の法則を理解し、コイルの誘導
起電力を計算できる。

15週 電磁気学：コイルのインダクタンスについて学ぶ。 簡単なコイルのインダクタンスを計算できる。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 力学

速度と加速度の概念を説明できる。 3 前2
直線および平面運動において、2物体の相対速度、合成速度を求
めることができる。 3 前2

等加速度直線運動の公式を用いて、物体の座標、時間、速度に関
する計算ができる。 3 前2

平面内を移動する質点の運動を位置ベクトルの変化として扱うこ
とができる。 3 前1

物体の変位、速度、加速度を微分・積分を用いて相互に計算する
ことができる。 3 前2

平均の速度、平均の加速度を計算することができる。 3
自由落下、及び鉛直投射した物体の座標、速度、時間に関する計
算ができる。 3 前4

水平投射、及び斜方投射した物体の座標、速度、時間に関する計
算ができる。 3 前4

物体に作用する力を図示することができる。 3 前1
力の合成と分解をすることができる。 3 前1
重力、抗力、張力、圧力について説明できる。 3 前1
フックの法則を用いて、弾性力の大きさを求めることができる。 3 前1
質点にはたらく力のつりあいの問題を解くことができる。 3
慣性の法則について説明できる。 3 前3
作用と反作用の関係について、具体例を挙げて説明できる。 3 前3
運動方程式を用いた計算ができる。 3 前4,前5
簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て、初期値
問題として解くことができる。 3 前4,前5,前

6
運動の法則について説明できる。 3
静止摩擦力がはたらいている場合の力のつりあいについて説明で
きる。 3 前1

最大摩擦力に関する計算ができる。 3 前1
動摩擦力に関する計算ができる。 3 前4
仕事と仕事率に関する計算ができる。 3 前7
物体の運動エネルギーに関する計算ができる。 3 前7
重力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前8
弾性力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前8



力学的エネルギー保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 3 前8,前9
物体の質量と速度から運動量を求めることができる。 3 前10
運動量の差が力積に等しいことを利用して、様々な物理量の計算
ができる。 3 前10

運動量保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 3 前10
周期、振動数など単振動を特徴づける諸量を求めることができる
。 3 前5

単振動における変位、速度、加速度、力の関係を説明できる。 3 前5
等速円運動をする物体の速度、角速度、加速度、向心力に関する
計算ができる。 3 前5

万有引力の法則から物体間にはたらく万有引力を求めることがで
きる. 3 前2

万有引力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前7
力のモーメントを求めることができる。 3 前14
角運動量を求めることができる。 3 前11
角運動量保存則について具体的な例を挙げて説明できる。 3 前11
剛体における力のつり合いに関する計算ができる。 3 前14
重心に関する計算ができる。 3 前14
一様な棒などの簡単な形状に対する慣性モーメントを求めること
ができる。 3 前14

剛体の回転運動について、回転の運動方程式を立てて解くことが
できる。 3 前13,前15

電気

導体と不導体の違いについて、自由電子と関連させて説明できる
。 3 後6

電場・電位について説明できる。 3
クーロンの法則が説明できる。 3
クーロンの法則から、点電荷の間にはたらく静電気力を求めるこ
とができる。 3

オームの法則から、電圧、電流、抵抗に関する計算ができる。 3 後10
抵抗を直列接続、及び並列接続したときの合成抵抗の値を求める
ことができる。 3 後10

ジュール熱や電力を求めることができる。 3 後10
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


